
<プロファイル>

A:ユーザー企業, 183, 

25%

B:ベンダー企業, 199, 

27%

C:個人, 352, 

48%

回答者
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5%
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12%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q2. あなたの所属部門を選択してください

経営層 経営企画部門 事業系部門
情報システム部門 営業・マーケティング部門 研究・開発部門
個人事業主・フリーランス その他

14%

17%

12%

14%

13%

19%

3%

10%

12%

16%

7%

11%

15%

20%

22%

20%

46%

28%

55%

45%

0%

1%

1%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q3. あなたの会社の従業員数（常勤）を選択してください

1～20人 21～100人 101～300人 301～1000人 1001人以上 わからない

48%

58%

61%

57%

14%

11%

10%

11%

5%

7%

2%

4%

15%

10%

6%

9%

9%

6%

15%

11%

8%

9%

7%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q4. あなたの会社の直近2決算期間での売上高と営業利益の増加・減少の変化を

選択してください（任意）

売上高、営業利益がともに増加 売上高は増加したが、営業利益は減少 
売上高は減少したが、営業利益は増加 売上高、営業利益とも減少 
わからない 未回答
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Q5. 産業分野を選択してください（複数選択可）

ユーザー企業(N=183) ベンダー企業(N=199) 個人(N=352)

88%

88%

82%

85%

12%

12%

18%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q6-1 【ソフトウェアの位置づけ】主な実行環境

コンピュータ環境で実行するソフトウェア 機器に組み込まれて実行するソフトウェア

77%

71%

73%

23%

29%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=551)

Q6-3 【ソフトウェアの位置づけ】提供範囲

エンドユーザーに提供するサービスや製品 エンドユーザーに提供するサービスや製品の部分的なもの

53%

81%

75%

71%

47%

19%

25%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q6-2 【ソフトウェアの位置づけ】主なソフトウェア

独自のシステムやソフトウェア 汎用パッケージやサービス
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<ソフトウェアエンジニアリング（課題のある工程の確認）>

<見積り手法（見積もり改善に向けた状況把握）>

契約
見積り

(費用)

見積り

(工期)

プロ

ジェク

ト管理

コミュ

ニケー

ション

(社内)

コミュ

ニケー

ション

(外部)

品質管

理

要件定

義／管

理

設計

外部

サービ

ス活用

セキュ

アソフ

トウェ

ア開発

開発 テスト 移行
運用・

保守
その他

ユーザー企業(N=183) 27% 43% 22% 51% 30% 30% 42% 47% 20% 19% 30% 24% 25% 15% 45% 3%

ベンダー企業(N=199) 28% 62% 40% 49% 20% 31% 50% 53% 20% 20% 36% 20% 33% 11% 26% 5%

個人(N=352) 26% 46% 50% 57% 31% 32% 45% 49% 30% 16% 23% 26% 34% 9% 30% 5%
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

Q7. 課題があると感じている作業や作業方法を3個程度選択してください（複数選択可）

13%

14%

14%

13%

21%

21%

17%

19%

5%

3%

4%

4%

36%

41%

38%

38%

25%

22%

28%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-1 【見積り手法】価値、パフォーマンス

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない

4%

7%

7%

6%

12%

17%

14%

14%

6%

2%

4%

4%

44%

50%

48%

48%

34%

25%

28%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-2 【見積り手法】ストーリーポイント

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない
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38%
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10%
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ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-4 【見積り手法】類似システムからの類推

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない
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12%

11%

11%

25%

33%
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28%

3%

2%

4%

3%

36%

39%

42%

40%

27%

14%

16%

18%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-5 【見積り手法】ファンクションポイント

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない

29%

48%

47%

43%

24%

23%

22%

23%

4%
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20%

18%

19%

22%

9%

11%
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ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-3 【見積り手法】WBSベース

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない

12%

22%

13%

15%

17%

20%

20%

19%

3%

2%

1%

2%

37%

40%

44%

41%

31%

18%

22%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-6 【見積り手法】LoC(Lines of Code)

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない
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34%

31%
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ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-8 【見積り手法】その他

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない

31%

9%

9%

14%

29%

25%

17%

22%

2%

2%

2%

2%

21%

46%

53%

43%

17%

19%

19%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q8-7 【見積り手法】複数社見積もりからの類推

使っている 一部使っている 検討中 使っていない わからない

 2023年度ソフトウェア開発に関するアンケート調査（単純集計グラフ）　　5



<要求・要件定義、仕様書とその管理（重要工程での現状と課題の確認）>

モデリングツール

（SysML）

モデリングツール

（UML）

ユーザーストーリ

マップ
その他

ユーザー企業(N=183) 7% 26% 15% 25%

ベンダー企業(N=199) 6% 44% 20% 28%

個人(N=352) 4% 30% 20% 28%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

Q10. 要求・要件を定義する際にツールや手法を使っていますか。

使っている場合は、そのツールや手法を選択してください（複数選択可）

タスク管

理ツール

で管理し

ている

仕様管理

ツールで

管理して

いる

仕様変更

票で管理

している

仕様書で

定義して

変更履歴

で管理し

ている

エクセル

等の一般

ツールで

管理して

いる

議事録で

管理して

いる

その他

体系的に

管理でき

ていない

ユーザー企業(N=183) 32% 9% 22% 39% 63% 40% 2% 15%

ベンダー企業(N=199) 43% 12% 25% 49% 68% 46% 4% 11%

個人(N=352) 33% 7% 22% 33% 63% 34% 5% 15%

0%
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30%
40%
50%
60%
70%
80%

Q11. 要求・要件管理の方法を選択してください（複数選択可）

業務パッケージ

やローコード

ツールに付帯し

ているモデリン

グツール

論理チェックや

自動コード生成

ができるモデリ

ングツール

作図のみの簡易

モデリングツー

ル

Microsoft Office

等の汎用ツール
その他

ユーザー企業(N=183) 14% 8% 18% 69% 11%

ベンダー企業(N=199) 11% 11% 30% 80% 11%

個人(N=352) 6% 10% 19% 76% 14%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

Q12. 機能設計を行う場合、その方法について当てはまるものを選択してください（複数選択可）
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業務パッケージ

やローコード

ツールに付帯し

ているモデリン

グツール

論理チェックや

自動コード生成

ができるモデリ

ングツール

作図のみの簡易

モデリングツー

ル

Microsoft Office

等の汎用ツール
その他

ユーザー企業(N=183) 12% 4% 17% 70% 11%

ベンダー企業(N=199) 11% 8% 27% 79% 12%

個人(N=352) 6% 4% 16% 77% 14%

0%
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40%
50%
60%
70%
80%
90%

Q13. 業務プロセス設計を行う場合、その方法について当てはまるものを選択してください(複数選択可）

業務パッケージ

やローコード

ツールに付帯し

ているモデリン

グツール

論理チェックや

自動コード生成

ができるモデリ

ングツール

作図のみの簡易

モデリングツー

ル

Microsoft Office

等の汎用ツール
その他

ユーザー企業(N=183) 15% 9% 17% 67% 10%

ベンダー企業(N=199) 11% 19% 32% 76% 13%

個人(N=352) 6% 13% 19% 72% 15%
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10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

Q14. データ設計を行う場合、その方法について当てはまるものを選択してください(複数選択可）

改良開発

の前提と

なる既存

のソフト

ウェアが

モデリン

グを使っ

ていない

モデリン

グができ

る技術者

が不足し

ている

開発発注

先の会社

がモデリ

ングを提

案してこ

ない

モデリン

グツール

の機能が

十分では

ない

従来のド

キュメン

ト記述で

対応でき

るのでモ

デリング

は必要な

い

モデリン

グで書く

ことを利

用部門や

要求元が

望んでい

ない

その他

ユーザー企業(N=183) 25% 45% 20% 8% 13% 20% 10%

ベンダー企業(N=199) 36% 47% 14% 13% 20% 28% 13%

個人(N=352) 28% 47% 10% 12% 12% 26% 12%

0%

10%

20%

30%

40%

50%
Q15. モデリング手法を活用する場合の課題について、当てはまるものを選択してください（複数選択可）
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<開発手法、開発ツール（変化が激しい領域への対応状況の確認）>

ウォーター

フォール

アジャイル

(スクラム等

の厳密な

ルールがあ

る)

アジャイル

(厳密なルー

ルがない)

DevOps(De

vSecOps)

ノーコード/

ローコード

モデルベー

ス開発
その他

ユーザー企業(N=183) 71% 17% 48% 16% 32% 9% 7%

ベンダー企業(N=199) 75% 27% 56% 20% 30% 18% 4%

個人(N=352) 74% 15% 45% 14% 16% 10% 7%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%

Q17. 開発手法について、当てはまるものを選択してください（複数選択可）

統合開

発環境

(IDE)

アーキ

テク

チャ設

計ツー

ル

コード

ジェネ

レータ

生成AI
デバッ

ガー

プロト

タイピ

ング

ツール

シミュ

レー

ション

ツール

プロ

ジェク

ト管理

ツール

タスク

管理

ツール

構成管

理ツー

ル

テスト

支援

ツール

品質管

理ツー

ル

第三者

が提供

するテ

スト

ベッド

CI/CD

ツール

コミュ

ニケー

ション

ツール

その他

ユーザー企業(N=183) 35% 8% 8% 10% 29% 8% 10% 39% 42% 32% 34% 10% 2% 19% 43% 10%

ベンダー企業(N=199) 60% 9% 21% 18% 48% 13% 14% 53% 53% 46% 42% 20% 5% 31% 63% 8%

個人(N=352) 57% 6% 13% 20% 36% 8% 9% 36% 43% 40% 28% 11% 2% 27% 56% 11%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

Q18. 設計や開発の時に使っているツールについて、当てはまるものを選択してください（複数選択可）
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<OSS、外部サービス（最近増えている組み立て型システムへの対応状況の確認）>

積極的に使

う

利用は適宜

判断してい

る

なるべく使

わない

開発したも

のをOSS化

している

コミュニ

ティに社員

が参加する

ことを会社

として奨励

している

使用につい

ての会社規

約・指針・

ガイド等が

ある

わからない

ユーザー企業(N=183) 16% 52% 9% 2% 1% 12% 17%

ベンダー企業(N=199) 26% 61% 7% 6% 9% 16% 10%

個人(N=352) 22% 54% 10% 3% 6% 18% 17%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

Q19. オープンソースソフトウェア(OSS)について、当てはまるものを選択してください

（複数選択可）

活用できる場合に

は積極的に使う

利用は適宜判断し

ている
なるべく使わない

利用についての会

社規約・指針・ガ

イド等がある

わからない

ユーザー企業(N=183) 17% 56% 6% 13% 13%

ベンダー企業(N=199) 15% 64% 13% 11% 10%

個人(N=352) 12% 57% 12% 14% 18%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

Q20. 外部サービス活用(インタフェース、モジュール等)について、当てはまるものを選択してください

（複数選択可）

存在を知る

方法が分か

らない

詳しい情報

を知る方法

が分からな

い

安心して活

用できる公

的な情報サ

イトがない

メンテナン

スや運用に

不安がある

利用部門や

要求元が嫌

がる

自社のソフ

トウェア資

産に同等の

ものがある

その他

ユーザー企業(n=24) 29% 54% 29% 54% 17% 8% 4%

ベンダー企業(n=29) 7% 34% 24% 69% 24% 3% 21%

個人(n=55) 15% 29% 22% 49% 36% 7% 15%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%

Q21. OSSや外部サービスについて「なるべく使わない」を選択した方にお尋ねします。

その理由について当てはまるものを選択してください（複数選択可）
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<セキュアソフト開発>

NISTのSSDF

を参考にした

会社規約・指

針・ガイド等

がある

会社規約・指

針・ガイド等

がある

SBOMを導入

または検討し

ている

特に対応して

いない
わからない その他

ユーザー企業(N=183) 5% 43% 11% 30% 14% 4%

ベンダー企業(N=199) 6% 41% 12% 35% 15% 6%

個人(N=352) 5% 34% 11% 28% 26% 7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

Q22. セキュアソフトウェア開発への対応を選択してください（複数選択可）

脆弱性対策 障害対策 構成管理 生産性向上
ライセンス管

理
その他

ユーザー企業(n=21) 76% 57% 52% 10% 33% 5%

ベンダー企業(n=24) 83% 29% 71% 21% 63% 13%

個人(n=37) 73% 30% 54% 14% 51% 19%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

Q23.「SBOMを導入または検討している」を選択した方にお尋ねします。

その理由として当てはまるものを選択してください（複数選択可）
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<品質管理>

44% 43% 46%

4% 6% 6% 3% 3% 3% 4% 9% 4%
10% 16% 15% 16% 17% 17%

4% 3% 5%

10% 12%
13%

4%

15% 11%
8% 9% 12% 14%

13%
16%

30%
30% 29%

8% 6% 7%

10% 11% 9%

12% 16%
17%

9%

10%
9%

13% 13% 9%
10%

12% 11%

17%
18% 21%

9% 15% 11%

14% 12%
17%
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70%

80%

90%

100%
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ー
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業
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ー
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個
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ユ
ー
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ー
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業

ベ
ン
ダ
ー
企
業

個
人

ユ
ー
ザ
ー
企
業

ベ
ン
ダ
ー
企
業

個
人

ユ
ー
ザ
ー
企
業

ベ
ン
ダ
ー
企
業

個
人

ユ
ー
ザ
ー
企
業

ベ
ン
ダ
ー
企
業

個
人

ユ
ー
ザ
ー
企
業

ベ
ン
ダ
ー
企
業

個
人

設計の可視化 レビュー時間 レビュー回数 テストケース数 テストケースの確認 サービス後の満足度 サービス後の問い

合わせ数

Q24. 品質管理の重視事項 1番目 2番目 3番目

ユーザー企業(N=183) 

ベンダー企業(N=199) 

個人(N=352)

仕様管理が収束し

ているか

品質管理報告が整

理されているか

残課題の一覧があ

るか
その他

ユーザー企業(N=183) 61% 50% 67% 11%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

Q25. リリース時の確認事項について、当てはまるものを選択してください

（複数選択可）
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<新しいテクノロジー（技術への取り組み状況の確認）>

5%

10%

5%

6%

7%

8%

8%

8%

10%

11%

7%

9%

57%

59%

50%

54%

21%

13%

30%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-3【テクノロジー導入】ブロックチェーン

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

27%

31%

29%

29%

11%

18%

11%

13%

11%

11%

8%

9%

29%

26%

24%

26%

22%

16%

28%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-4【テクノロジー導入】クラウドネイティブ

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

23%

16%

14%

17%

15%

18%

18%

17%

9%

13%

12%

11%

34%

40%

30%

34%

19%

14%

26%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-2【テクノロジー導入】生成AI以外のAI

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

21%

22%

26%

24%

36%

32%

34%

34%

15%

18%

11%

14%

20%

22%

19%

20%

7%

7%

11%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-1【テクノロジー導入】生成AI

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない
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5%

9%

4%

5%

8%

14%

8%

10%

11%

8%

7%

8%

48%

46%

40%

43%

27%

24%

41%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-5【テクノロジー導入】グラフDB等のグラフ技術

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

2%

2%

1%

1%

2%

4%

2%

2%

9%

7%

5%

7%

50%

57%

41%

48%

38%

31%

51%

42%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-6【テクノロジー導入】オントロジー

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

10%

6%

9%

8%

15%

14%

14%

14%

11%

8%

5%

7%

45%

58%

42%

47%

19%

15%

31%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-7【テクノロジー導入】AR/VR

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

23%

13%

13%

16%

15%

15%

16%

15%

20%

17%

11%

15%

25%

43%

34%

34%

16%

13%

26%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-8【テクノロジー導入】ビッグデータ活用

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない
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18%

12%

7%

11%

10%

6%

3%

6%

14%

8%

7%

9%

36%

48%

38%

40%

22%

27%

45%

34%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-9【テクノロジー導入】MDM（マスターデータ管理）

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

32%

28%

23%

26%

13%

10%

9%

10%

14%

9%

7%

9%

20%

33%

27%

27%

22%

20%

34%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-10【テクノロジー導入】ダッシュボード

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

18%

15%

21%

19%

14%

6%

7%

8%

18%

13%

8%

12%

26%

42%

32%

33%

24%

25%

32%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-11【テクノロジー導入】ゼロトラスト

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない

3%

6%

3%

3%

6%

4%

6%

5%

11%

13%

9%

10%

48%

46%

37%

42%

32%

32%

46%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q27-12【テクノロジー導入】SBOM

導入している 試行している 検討中 導入していない わからない
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<デジタルツイン、Edge-cloud（今後利用が拡大する領域への取り組み状況の確認）>

19%

14%

8%

12%

8%

6%

6%

6%

38%

38%

59%

48%

35%

42%

27%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q30. あなたの会社では、Edge-cloud等のセンサーネットワークとシステムとの連携が

進んでいますか

以前より増えている 変わらない わからない 扱っていない 減っている

仮想空間での

データを活用し

た分析・可視化

仮想空間での設

計の検証

仮想空間での運

用の検証

仮想空間を使っ

た教育・訓練

仮想空間での試

行、シミュレー

ション

ユーザー企業(N=183) 15% 8% 7% 10% 15%

ベンダー企業(N=199) 14% 10% 10% 9% 15%

個人(N=352) 5% 7% 7% 4% 8%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

Q28. デジタルツイン(CPS)を開発しているもしくは開発に利用している場合、

その目的を選択してください（複数選択可）

コストや時

間が掛かる

良いツール

がない

実装ができ

る技術者の

不足

従来のシ

ミュレー

ションレベ

ルで十分

利用部門や

要求元が求

めていない

ユーザー企業(N=183) 14% 6% 20% 4% 9%

ベンダー企業(N=199) 10% 4% 13% 4% 6%

個人(N=352) 7% 5% 10% 2% 6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%
Q29. デジタルツイン(CPS)を利用している場合、状況や課題を選択してください（複数選択可）
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<運用からのフィードバック（継続改善の仕組みの整備状況の確認）>

<内製化（内製化の国内状況の把握）>

不具合発生時等

に、開発部門に

フィードバック

している

不具合発生時等

に、開発部門に

フィードバック

する仕組みがあ

る

運用に関する定

期レポートの作

成若しくは、開

発部門が運用状

況を把握する仕

組みがある

コンフィギュ

レーション管理

をしている

セキュリティ

パッチの適用状

況やセキュリ

ティアラートを

収集する仕組み

がある

フィードバック

が行われていな

い

その他

ユーザー企業(N=183) 48% 32% 25% 19% 28% 12% 7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

Q32. DevSecOpsのような運用から開発にフィードバックする仕組みが注目されていますが、

実施している活動や仕組みについて当てはまるものを選択してください（複数選択可）

社内の情報システ

ム部門が中心と

なって開発する

社内の情報システ

ム部門と事業部門

がプロジェクト

チームを作って開

発する

情報システムを扱

うグループ会社が

開発する

事業部門がノー

コードツールなど

で開発する

内製化は現時点で

考えていない
その他

ユーザー企業(N=183) 34% 26% 23% 16% 14% 10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

Q33. あなたの会社の内製化の考え方を教えてください（複数選択可）
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65%

46%

26%

17%

23%

21%

27%

15%

27%

33%

30%

30%

30%

33%

1%

3%

3%

3%

3%

2%

2%

5%

11%

24%

37%

30%

27%

24%

14%

13%

14%

13%

14%

20%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画

要件定義／管理

設計

開発

テスト

移行

運用・保守

Q34. あなたの会社の内製化／外部委託の状況について、業務ごとに当てはまるものを選択してください

内製化 一部内製化 内製化試行中 外部委託 わからない

ユーザー企業(N=183)

企画
要件定義／

管理
設計 開発 テスト 移行 運用・保守

社内人材を育成 74% 68% 54% 44% 50% 47% 54%

外部人材を採用（部門スタッフ） 10% 13% 14% 16% 16% 11% 16%

外部人材を採用（プロジェクト期間スタッフ） 9% 13% 19% 22% 21% 18% 15%

委託先の人材が常駐 7% 14% 20% 25% 26% 22% 26%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

Q35. 内製化を進めている場合にお尋ねします。

内製化の体制整備について、業務ごとに当てはまるものを選択してください（複数選択可）

ユーザー企業(N=183)

社会変化への迅

速な対応

細かい現場ニー

ズの把握

セキュリティの

向上
コスト削減

中長期的なデジ

タル人材育成
その他

ユーザー企業(N=183) 43% 39% 13% 34% 44% 9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

Q36. 内製化を進めている場合にお尋ねします。内製化の目的は何ですか
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<契約（契約の状況把握とモデル契約の必要性の確認）>

3%

2%

1%

2%

44%

48%

48%

47%

24%

22%

13%

18%

15%

20%

17%

17%

2%

2%

1%

1%

13%

7%

20%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=734)

Q38. ソフトウェア開発やシステム構築を委託（または受託）する際の契約書について、

主な作成方法を選択してください

IPAのモデル契約をベースに契約することが多い 社内のひな型を使うことが多い
取引相手の契約書を使うことが多い ケースバイケース
その他 わからない

2%

1%

1%

64%

56%

59%

8%

5%

6%

14%

14%

14%

2%

1%

1%

11%

23%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)

全体(N=551)

Q39. 〔再委託〕システムやソフトウェア開発を外部委託する際の契約書について、

主な作成方法を選択してください

IPAのモデル契約をベースに契約することが多い 社内のひな型を使うことが多い
取引相手の契約書を使うことが多い ケースバイケース
その他 わからない

契約相手からフェ

アではない契約を

提示される

契約内容に問題が

あり、開発中や納

品時に調整が必要

となることがある

契約について相談

する相手がいない

取引先毎に契約が

違い、手間がかか

る

その他

ユーザー企業(N=183) 17% 21% 17% 39% 10%

ベンダー企業(N=199) 15% 28% 12% 36% 10%

個人(N=352) 14% 22% 12% 25% 15%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

Q40. 契約に課題がある場合、当てはまるものを選択してください（複数選択可）
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契約相手からフェ

アではない契約を

提示される

契約内容に問題が

あり、開発中や納

品時に調整が必要

となることがある

契約について相談

する相手がいない

取引先毎に契約が

違い、手間がかか

る

その他

ベンダー企業(N=199) 4% 13% 11% 26% 14%

個人(N=352) 6% 15% 11% 22% 17%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

Q41. 〔再委託〕外部委託契約に課題がある場合、当てはまるものを選択してください

（複数選択可）

27% 28% 31%

50%
37% 33%

4% 5% 6% 1% 2% 3% 4% 2% 7% 3%
11% 10%

31% 25% 22%

25%

29%
24%

16% 14%
17%

7% 5% 5% 5% 5%
8%

7%

10% 16%

19%
18% 19%

10%

13%

17%

32%
30% 22%

8% 10% 10% 8%
5%

5% 12%

14%
16%

8%
10% 8%

2%
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16%

23%17%19% 14%
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24%
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業

個
人

ユ
ー
ザ
ー
企
業

ベ
ン
ダ
ー
企
業

個
人

コスト 品質 スピード 変更容易性 ガバナンス リスク対応 その他

Q42. ソフトウェア開発を委託／受託する際の重視事項 1番目 2番目 3番目 4番目

ユーザー企業(N=183)

ベンダー企業(N=199)

個人(N=352)
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